

























その行程は、九月五日に金沢に到着して一か月間足らず滞在し、同月三十 日に富山へ移動して一か月餘り滞在し、十一月三日にいったん金沢に戻った後、七尾へ足を延ばし、同月二十五日に再び金沢に戻って滞在し、 十二月一日に福井へ移動してしばらく滞在し 後、年内に福井を発って名古屋へ向かうというものであった。この時の彼の足跡は、金沢 住の細野申三や山田天籟が富山や福井まで彼に同行している点に特に顕著に表れているよう 、ひとつらなりのものであるから、地域
（加賀・越中・能登・越前）
別に切り離すと描述
する に些か 支障が生ずるのであるが、紙幅の制約がある 、本稿では、彼の金沢における詩文交流 様子を紹介する とどめ、それ以後の事柄については次稿で取り上げ ことにしたい。
関連する研究としては、さねとうけいしゅうが一九六五年に発表









































































































































































































夜宴桃李園序」を彷彿とさせるような四六駢儷文体 文が掲載されている。 「乙巳中秋前七日」 は三十八年九月六日であるから この日、王治本は昼間に佐々木魁心宅を訪れた後、夜、この雅集に参加したと見れば いだろうか。希仙閣とは、 上引の九月七日の『北國新聞』の記事から分か ように、細野申三 自宅である。 『北國新聞』は、この日から十五日の「其四」まで連続で、 「希仙閣雅集」と銘打って、十数人 人物による詩詞の作品を掲載し、最後を山田天籟の「希仙閣雅集巻跋」で締めくくっている。したがって、九月六日 またはこの日を初日として複数日にわたって、細野宅の詩会で賦された漢詩文が一つにまとめられて、細野宅かもしくは他のどこかに保存さ
れることになったのではないかと想像される。本節では、この雅集での作品を紹介したい。
まず、王治本の叙を掲げておこう。

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 さねとうけいしゅう「王治本の金沢で 筆談」 （同氏『近代日中交渉史話』 、春秋社、一九七三年）一七四、 一七五頁
３
 牧孝治『加賀の茶道』 （北国出版社 一九八三 四十九頁。
４
 近藤修之助編輯兼発行『明治医家列伝』第四編（二十七年）所収「佐々木秀三郎先生 伝」 。
５






11.8-38 、 佐々木義祥（魁心） 『帰
韻三十韻、魁心二十八字詩附淡水集』 。
８
 多留淳文「北陸における浅田宗伯の門流―佐々木秀三郎の事蹟―」 、 『漢方の臨床』第三十七巻第九号、一九九〇年。
９
 残念ながら、 「蓮沼茶山」は解することができない。10 細野申三は「燕臺」の号を以て称され 多いが、この「春牕」もその号の一つであったのだろう。11 「葵向」 は和製漢語かもしれない。 『日本国語大辞典』 第四巻六十一頁に 「 （前略）転じて、君主や目上の人の徳を慕い仰ぐこと」との釈義がある。12 『百花欄』第十一集、三十六年十一月二十五日。13 『鏗戞雑誌』第一編（十六年九月十日）所収。14 なお、 「王母広道孺人墓表」 、天籟は自ら 「善 と称している。 「善」が通称（幼名）だったようである。15 
『太陽』第十四巻第十一号（四十一年十一 一 「文苑」所載。16 天籟の祖父と父については、三十九年四月二十五日 『政教新聞』 「文苑」所載の天籟自身の「先大父従五位下朝散大夫志摩守山田府君墓誌」に「大父諱重歳、称清之助、晩更藕翁。 （中略）世仕徳川幕府 （中略）大父（中略）掛冠後、世局一変、遂専意謀富国之業、為旭銀行頭取、 （中略）遂以明治戊子十二月六日卒、 （中略）子男一人、曰重固、即重光之父」とあるのが参考になる。17 深浦重光（龍江） 『龍江文集』上巻、門下生 同 一九二一年18 後引の九月十五日の『北國新聞』の「五柳舎雅集」と題する記事に天籟の当時の肩書を 「横浜火災連送信用保険会社金沢支店長」 と のに一応拠ったうえで、 「連」を「運」の誤りと見なして、こう記した。19 「秋尽」の第一句、 「奉待厳大夫」の第一句、 「秋尽」の 七句、 「登高」の第八句から成る。20 『政教新聞』三十八年八月二十七日「文苑 所載の天籟の文「鳳山精舎雅
集詩巻序」 に 「去年予来金沢」 とあるのと、 同紙三十九年六月十五日の 「文苑」に天籟の 「丙午夏将去金沢留別諸友」 題する詩が載っているのとに拠る。21 このような文脈における「九日」は、ふつう「農暦九月九日重陽節」を指す（ 『漢語大詞典』第一巻七二九頁）が、この年の陰暦九月九日は、陽暦の十月七日で、 この希仙閣雅集が催された九月六日のほぼ一か月後にな 。ここは陽暦の九月九日と見なさざ を得ないようである。22 稲葉昭二『郁達夫――その青春と詩』 （東方書店、一九八二年）六十四頁。23 『漢語大詞典』第一巻二三九頁「三槐」の項。24 もっとも、末句には「時聞東京有紛擾之警故及之〔時に東京に紛擾の警有るを聞く。故に之に及べり〕 」という自注があり、喜びを満喫しよう する際に頭をかすめる、世情に対する不安 表明 いう形で締めくくられている。この年の九月五日 日比谷公園で行われた日露戦争の講和条約 （ポーツマス条約）に反対する国民集会をきっかけに暴動が起こ 東京は無政府状態に陥った。いわゆる日比谷焼き討ち事件 ある。六 から二カ月弱の間、東京は戒厳令下に置 れること なった。25 『北國新聞』の閲覧に当たっては、 マイクロフィルム資料（石川県立図書館、金沢市玉川図書館等に所蔵 利用した。26 前掲拙稿「王治本
　
明治十五、 六年の北陸漫遊と詩文交流―加賀・越中・
能登・越前」六十一 七十二、 七十三頁。27 畑中榮「加越能詩作者略傳
　




能登・越前」六十一頁で若干の言及をしただけである30 広岡有久士親（尾山） 『尾山詩稿』 （ 九二四年序） 。31 釈懐素（七二五～七八五 は唐代の僧で、書家。俗姓銭で、詩人として有名な銭起の甥。
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32 この二首は『尾山詩稿』に「分韻得歌呈王漆園先生二首」という題で収録されており、そこでは「見重過」を「重相過」に作る。33 後半は、南朝宋の劉義慶の『幽明録』所載の〈後漢の劉晨と阮肇が天台山で仙女に遇い、帰ってきたらすでに晋の世になっていた〉という故事、及びこれを踏まえた唐の劉禹錫の「再遊玄都観絶句」 「種桃道士帰何処、前度劉郎今又来」等の詩句を典故として用いた表現。34 「采芝歌」は、 乱世を避けて商山に入った秦代の隠士、 いわゆる「商山四皓」が歌ったという采芝操のことだろう。35 陸放翁（一一二五～一二一〇）は、享年八十五歳だった。36 前掲拙稿「王治本
　
明治十五、 六年の北陸漫遊と詩文交流―加賀・越中・
能登・越前」七十二頁。37 この「重陽」も、陽暦の九月九日が意識されているよう ある。38 『北國新聞』マイクロフィルム資料の不鮮明で判読しがたい文字を「●」で示すことにする。以下、同じ。39 『漢語大詞典』第九巻一九六頁。40 第四句の出典となる作は、韋応物ではなく 禹錫の「再遊玄都観絶句」ある。また、劉詩は「復」を「又 に作る その他の句の出典となる作品の題を示せば、順に「蜀中九日」 、 九日登仙臺呈劉明府 「曲江春感」 （一題作「帰五湖」 ） 、 「登高」 、 送王十八帰山、寄題仙遊寺 抛球楽 、 望天門山」 、 「聴角思帰」となる。41 五香屋休哉（一八六三～一九一九）については 細野や徳田と小学校で同級で、後に住友財閥の総帥となる小倉正恒（一八七五～一九六一）著『小倉正恆談叢』 （好古庵、一九五五年）所収 ６
　
五香屋休哉翁」に詳しい。





（里文出版、 一九九七年）の中で、 大正四年、 福田大観（後の北大路魯山人）
を自宅に住まわせることになったころの細野燕台について、 「金沢において実業家として、また漢学者、茶人、古美術愛好家、美食家 書家等、実に多彩な面を持っ いた人で、趣味人の間では知らない者はいなかった」と述べておられる（十一頁） 。44 この「重陽」も、陽暦の九月九日となる。45 この「商」は「高」の誤りと思われる46 参考までに中国の先行作品における類似句を挙げておこう。前
闋
第一句―
沈佺期「夏晩寓直省中 詩の「高樹早凉帰」 同第八句―陸游「道中累日不肉食至西県市中得羊因小酌 詩の 「頽然就酔昏」 。後
闋
第八句は、 王勃 「滕










一九九九年）五一三頁等。49 『随鷗集』第四十四編、四十一年八月五日。50 柴田清継・蔣海波「明治期高知における日中文人の交流―旅 王治本を中心として―」 、 『日本語日本文学論叢』第七号、二〇一二年。51 「丰神淡蕩」は、その漂わせる雰囲気があっさり、かつのんびりとしていること。 「盤桓」は「歩き回る」意。52 「晁水」は浅野川のことかと思 れ 。53 「太白満引、何れも詩百篇」は、杜甫「飲中八仙歌」の「李白一斗詩百篇」に基づいた表現。 「太白」は李白の字、 「満引」は酒を十分に飲む意。54 『随鷗集』第四十五編（四十一年九月五日） 風雅餘誌」所載の「古越吟社」と題する記事。なお、小倉正恒の「岐山先生事略」 （木蘇岐山著、石野徹註、小倉正恒校刊『五千巻堂集』巻頭所収、小倉正恒、一九三五年。ま
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た、前掲の『小倉正恆談叢』にも「木蘇岐山先生事略」として収載）によれば、岐山が金沢に住むようになったのは二十七年ごろ、富山へ去ったのは三十三年ごろと見られる。55 宋末元初の甘泳の「与危見心同和完顔御史沂聯歩踏月韻」詩に「明月送人帰、明月照人宿」とある。56 なお、天籟個人にとっても、香国は同時期に台湾で勤務した馴染みがあった。天籟の生年等が載る上述の『百花欄』第十一集所載の彼の作品は、 送土居香国之西京」と題する七絶で、 「憶昨談心臺北城、驪歌重唱暗愁生」という詩句で始まる。57 この句には「放翁有「功名富貴成何事」句」との自注がある。58 頸聯は各 、陶淵明の故事を踏まえた表現。59 石林文吉『石川百年史』 （石川県公民館連合会 一九七二年）に拠る。60 本句は、詩のできぬ者が罰として酒三斗を飲まされたという「金谷酒数」の故事を踏まえた表現。61 金沢 第四高等学校北辰会発行の『北辰会雑誌』第 号（二十九年四月三十日）から第十八号（三十二年二月十日）にかけて、 漢詩文作品が載り、そのうち、第十七号では「浦井信講師」と 肩書が記されている 二十二年十二月二十七日発行の『江州郷友 雑誌』第六号に漢詩が載り、かつ会員名簿の「地方之部新新入会（自十一月廿四日至十二月十四日） 」に三重を原籍とする滋賀県商業学校教員として記載されている。 書生千秋会堂萬歳」と題する文章（ 『数理会堂』第十一会、二十二年 一 日）において、 七年ごろ、 部直轄大阪師範学校に在任して たこ を述べており、また、この文章での肩書は滋賀県商業学校教員となっ る。三 四年二月五日発行の『新詩綜』 集に作品が載り、作者浦井につ て 柳城耆旧、曾在第四高等黌、与秋蘋交善」とある。 「柳城」は名古屋のこと。秋蘋は金井雄（一八六四～一九〇五）で、かつて四高の講師を務めた。
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